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以下の問に答えよ。ただし、問1～問5までは必須とし、問6～問12は4問を選択して解答せよ。
問1. 酸塩基反応に関する以下の問いに答えよ。ただし、酢酸の酸解離定数Kaは1.75×10－5 mol dm－3、水のイオン積Kwは1.00×10－14 mol2 dm－6、反応温度は25℃とする。

1) 1.00×10－7 mol dm－3 HCl水溶液の[H3O+]とpHを求めよ。
	導出過程
	[H3O+]

	
	pH


2) 1.00×10－2 mol dm－3 CH3COOH水溶液の[H3O+]とpHを求めよ。
	導出過程

	[H3O+]

	
	pH


問2. 波長350 nmの電磁波の波数（cm－1）および振動数（s－1）を求めよ。
	計算過程

	波数

	
	振動数


問3. 錯滴定（キレート滴定）で用いられるEDTAについて正式名を日本語と英語で書け。また、化学構造式を示せ。
	英語名
	化学構造式


	日本語名
	


問4. 精度と正確さについて図を使って説明せよ。
	精度は高いが正確さが劣る場合
　　　　　　　　　図の説明
	精度は低いが正確さは優れている場合
　　　　　　　　　図の説明
	精度と正確さがともに優れている場合
　　　　　　　　　図の説明


問5. 内標準法と標準添加法について図を使って説明せよ。
	　　 内標準法　　　　　　　　　コメント



	標準添加法　　　　　　　　コメント





問6. 透過率（%T）と吸光度（A）を以下の記号を用いて表せ。目的物質の濃度: c、モル吸光係数: ε、光路長: l、入射光強度: I0, 透過光: Iとする。

	%T  = 
	A  = 


問7. 紫外・可視分光光度計の中にセットした溶液は波長520 nmにおいて、吸光度は0.62を示した。この時の透過率（%T）を求めよ。
	計算過程

	%T


問8. ダブルビーム方式の紫外可視吸光光度計の装置概略図を示せ。なお、分光器と光源、光検出器、試料セル、対照セルを明記すること。
	


問9. 赤外分光法とラマン分光法について、それぞれの特徴を比較して説明せよ。
	赤外分光法の特徴

	ラマン分光法の特徴




問10. 核磁気共鳴分光法の原理を説明せよ。
	


問11. 液体クロマトグラフィーの装置概略図を示せ。カラム、検出器、インジェクタ、ポンプ、カラムオーブンを明記すること。
	


問12. 理論段高についてvan Deemterの式を示して説明せよ。
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　組

　　　年　　　　　　科　　学生番号　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　得点　　　　　　　　

